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研究要旨 
サイトメガロウイルス(cytomegalovirus, CMV)による母子感染では、経胎盤感染による胎児への感染(先天

性感染)が最も問題となる。先天性CMV感染の発生には母体初感染によるシナリオと母体非初感染によるシナリ
オの2つがあるが、初感染母体を抽出する方法として妊婦抗体スクリーニングがある。我々は三重県内の妊婦
をpopulationとし、妊婦CMV抗体スクリーニングをprospective cohort studyとして行っている。その目的は、
妊娠中のCMV初感染妊婦を抽出し、先天性CMV感染児の同定につなげることである。今回、2013～2019年の期間
に、三重県内の産婦人科28施設の妊婦が妊婦抗体スクリーニングの対象となった。妊婦38,660人のうち375人
がCMV IgG(+),IgM(+)or高IgM抗体価であった。155人が低Avidityであり、先天性感染児が18例であった。一方、
IgG(-)が13,893人であり、妊娠後期再検ありは8,199人であった。IgG陽転が52人であり、先天性感染児が22例
であった。今回の結果より、三重県内の妊婦populationでの母体初感染による先天性感染児の発生率は0.14%
と推定された。 

 
Ａ．研究目的 
 サイトメガロウイルス(cytomegalovirus, CMV)
は感染者の唾液腺や尿細管、生殖器などに潜伏感
染し、間欠的に唾液や尿、性液などの体液中に分
泌される。CMV未感染者が感染者からのCMVを含
む体液と接触することで新たな感染が起こる。CM
V母子感染には経胎盤感染、経産道感染、経母乳感
染のすべて含まれるが、経胎盤感染による胎児へ
の感染(先天性感染)が最も問題となる。 
 先天性CMV感染の発生には母体初感染によるシ
ナリオと母体非初感染によるシナリオの2つがあ
る。非初感染母体の中から先天性感染ハイリスク
群を抽出する体系的な方法は不明である。一方、
初感染母体を抽出する方法として妊婦抗体スクリ
ーニングがある。 
 我々は三重県内の妊婦をpopulationとし、妊婦C
MV抗体スクリーニングをprospective cohort stu
dyとして行っている。その目的は、妊娠中のCMV
初感染妊婦を抽出し、先天性CMV感染児の同定に
つなげることである。 
 
Ｂ．研究方法 
 三重県の人口は約180万人、分娩数は約1万2千件
(2018年)、産婦人科施設数は約50カ所である。201
3～2019年の期間に、三重県内の産婦人科28施設の
妊婦が妊婦抗体スクリーニングの対象となった。
 妊婦CMV抗体スクリーニングにより妊娠中のC
MV初感染妊婦を抽出し、出生児に新生児尿CMV 
DNA検査を行って先天性CMV感染児を同定した。 
（倫理面への配慮） 
三重大学医学部附属病院医学系研究倫理審査委員
会の承認と患者同意を得て行った。 
 
Ｃ．研究結果 
 2013～2020年(79ヵ月)の期間に妊婦38,660人が

妊婦抗体スクリーニングを受けた。年齢中央値は3
0 (16～48)歳、経産回数中央値は1 (0～7)回、抗体
検査週数中央値は妊娠 11 (4～20)週であった。同
期間の三重県の分娩数が約8万4千件であったため、
約45%の妊婦が対象となったと考えられた。 
 38,660人のうち375人がCMV IgG(+),IgM(+)or
高IgM抗体価であった。155人が低Avidityであり、
先天性感染児が18例であった。一方、IgG(-)が13,
893人であり、妊娠後期再検ありは8,199人であっ
た。IgG陽転が52人であり、先天性感染児が22例で
あった。 
 
Ｄ．考察 
 IgG(-)の13,893人のうち、妊娠後期再検なしの5,
694人が後期再検をしたと仮定した場合、IgG陽転
は計88人、先天性感染児が計37例であったと考え
られた。低Avidityと合算すると妊婦38,660人のう
ち先天性感染児が55例と推測され、母体初感染に
よる先天性感染児の発生率は0.14% (95%信頼区
間: 0.11-0.19%)と推定された。 

 
Ｅ．結論 
 三重県内の妊婦をpopulationとし、prospective 
cohort studyとして妊婦CMV抗体スクリーニング
を継続して行っている。妊娠中のCMV初感染妊婦
を抽出し、先天性CMV感染児の同定につなげてい
る。2013～2019年の妊婦抗体スクリーニング結果
により、三重県内の妊婦populationでの母体初感染
による先天性感染児の発生率は0.14%と推定され
た。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  なし 
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  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
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